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気
候
変
動
科
学
か
ら
考
え
る
緩
和
策
と
適
応
策

　
気
候
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
人
為
的
な
干
渉
は
既
に
起
こ
っ
て
お
り
、
気
候
変
動
は
人
類
や
自
然
生
態
系
に
対
し
て

の
リ
ス
ク
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
追
加
的
な
温
暖
化
対
策
を
取
ら
な
い
と
、
世
界
の
平
均
気
温
は
今
世

紀
末
に
は
産
業
革
命
以
前
と
比
べ
て
３
・
７
度
Ｃ
か
ら
４
・
８
度
Ｃ
上
昇
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
気
候
を
安
定
化
さ

せ
る
に
は
、
種
々
の
対
策
を
各
国
の
み
な
ら
ず
世
界
で
協
力
し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

の
報
告
書
を
も
と
に
最
新
の
知
見
を
紹
介
す
る
。世

界
で
協
力
し
気
候
安
定
化
へ

大
幅
な
排
出
削
減
必
要
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
評
価
報
告
書

全シナリオで海面上昇

水
資
源
に
影
響生態系にも波及

■
自
然
科
学
的
根
拠

■
影
響
・
適
応
・
脆
弱
性

　
こ
こ
数
十
年
、
気
候
に
お

け
る
変
化
は
全
て
の
大
陸
と

海
洋
に
わ
た
り
、
自
然
や
人

間
シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
与
え

て
い
る
。
多
く
の
地
域
に
お

い
て
、
降
水
量
の
変
化
や
氷

雪
の
融
解
の
変
化
が
水
循
環

シ
ス
テ
ム
を
変
化
さ
せ
、
量

と
質
の
両
面
で
水
資
源
に
影

響
を
与
え
て
い
る
。
気
候
変

動
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
世
界
中

の
氷
河
が
縮
小
し
続
け
て
お

り
、
流
出
や
下
流
の
水
資
源

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
陸
域
、
淡
水
お
よ
び
海
洋

の
多
く
の
生
物
種
は
、
進
行

中
の
気
候
変
動
に
対
応
し
、

生
息
域
、
季
節
的
活
動
、
移

動
パ
タ
ー
ン
、
生
息
数
、
お

よ
び
種
の
相
互
作
用
を
変
移

さ
せ
て
い
る
。
今
ま
で
の
と

こ
ろ
は
気
候
変
動
に
起
因
す

る
最
近
の
種
の
絶
滅
は
わ
ず

か
で
あ
る
が
、
現
在
の
人
為

起
源
の
気
候
変
化
よ
り
も
遅

い
速
度
の
世
界
的
な
自
然
の

気
候
変
化
で
あ
っ
て
も
、
過

去
数
百
万
年
の
間
に
生
態
系

に
重
大
な
種
の
絶
滅
を
も
た

ら
し
た
。

　
熱
波
、
干
ば
つ
、
洪
水
、

サ
イ
ク
ロ
ン
、
山
火
事
と
い

っ
た
最
近
の
気
候
関
連
の
極

端
現
象
は
、
一
部
の
生
態
系

お
よ
び
多
く
の
人
間
シ
ス
テ

ム
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
温
暖
化
へ
の
適
応
策
は
一

部
の
計
画
過
程
に
組
み
込
ま

れ
つ
つ
あ
る
。
ア
ジ
ア
に
お

い
て
は
、
地
方
開
発
計
画
、

早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
、
統
合

的
水
資
源
管
理
、
ア
グ
ロ
フ

ォ
レ
ス
ト
リ
ー
、
マ
ン
グ
ロ

ー
ブ
の
沿
岸
林
再
生
な
ど
の

分
野
で
、
一
部
の
地
域
に
お

い
て
適
応
が
進
行
し
つ
つ
あ

る
。
イ
ン
フ
ラ
や
居
住
に
対

し
、
広
範
な
被
害
を
も
た
ら

す
河
川
・
沿
岸
・
都
市
洪
水

の
増
加
の
可
能
性
は
大
き

く
、
今
世
紀
末
に
は
、
対
策

が
あ
ま
り
行
わ
れ
な
い
と
リ

ス
ク
が
非
常
に
高
く
な
る
と

予
想
さ
れ
る
。

■
気
候
変
動
の
緩
和

　
気
候
変
動
緩
和
政
策
の
数

は
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、温
室
効
果
ガ
ス
Ｇ
Ｈ

Ｇ

の
年
間
排
出
量
は
１
７

５
０
年
―
２
０
１
０
年
に
か

け
て
増
え
続
け
て
い
る
。
１

７
５
０
年
―
２
０
１
０
年
の

２
６
０
年
間
に
お
け
る
人
為

起
源
の
累
積
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
う
ち

約
半
分
は
最
近
の

年
間

１
９
７
０
年
―
２
０
１
０

年
に
排
出
さ
れ
た
。

◇
　
◇
　
◇

　
今
世
紀
末
に
大
気
中
の
Ｇ

Ｈ
Ｇ
濃
度
が
約
４
５
０

Ｃ
Ｏ
２
換
算
と
な
る
緩
和

シ
ナ
リ
オ

４
５
０

シ
ナ

リ
オ
で
は
、人
為
起
源
の
Ｇ

Ｈ
Ｇ
排
出
に
よ
る
気
温
上
昇

を
産
業
革
命
以
前
と
比
べ
て

２
度
Ｃ
未
満
に
抑
え
ら
れ
る

可
能
性
が
高
い
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。
４
５
０

シ
ナ
リ

オ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
で
の
大
規

模
で
世
界
的
な
転
換
が
必
要

と
な
る
。
こ
れ
ら
の
シ
ナ
リ

オ
の
多
く
は
、
低
炭
素
お
よ

び
ゼ
ロ
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

シ
ェ
ア
を
大
幅
に
増
加
さ
せ

る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
を
ゼ
ロ
以
下
に
減
少
で
き

る
可
能
性
の
あ
る
バ
イ
オ
Ｃ

Ｃ
Ｓ

バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー

＋
Ｃ
Ｏ
２
の
回
収
貯
留

を

今
世
紀
後
半
に
か
け
て
導
入

す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。
緩
和
シ
ナ
リ
オ
で
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
だ
け
で
な

く
、
全
て
の
部
門
に
お
い
て

Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
努
力
が
必
要
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
産
業
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

原
単
位
は
、
広
範
囲
な
品
質

向
上
や
利
用
可
能
な
最
高
技

術

Ｂ
Ａ
Ｔ

を
適
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
現
行
水
準
と

比
べ
て
、

％
改
善
で
き
る

と
し
て
い
る
。
特
に
、
最
高

水
準
の
技
術
が
ま
だ
使
用
さ

れ
て
い
な
い
国
で
の
改
善
が

期
待
で
き
る
。
ま
た
、
技
術

革
新
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

原
単
位
は
さ
ら
に
約

％
改

善
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
初
期
の
投
資
コ
ス

ト
と
情
報
の
欠
如
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
改
善
の
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
る
。
情
報
の
共

有
、
経
済
的
手
法
、
規
制
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
自
主
行
動

計
画
な
ど
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
改
善
を
進
め
る
の
に
有
効

で
あ
る
。

　
十
分
な
排
出
削
減
の
た
め

に
は
投
資
の
パ
タ
ー
ン
を
変

更
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
化
石
燃
料
発
電
へ
の
投

資
を
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資

に
向
け
る
対
策
が
必
要
と
な

る
。
ま
た
、
国
や
国
際
的
な

開
発
銀
行
と
連
携
し
て
、
民

間
部
門
の
気
候
変
動
緩
和
の

た
め
の
投
資
を
増
や
す
政
策

を
実
施
す
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
民
間
の
リ
ス
ク
を
軽

減
し
て
投
資
に
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
与
え
る
政
策
手
段
の

例
と
し
て
は
、
信
用
保
険
、

固
定
価
格
買
取
制
度
、
譲
許

的

返
済
条
件
が
緩
い

融

資
な
ど
が
あ
る
。

◇
　
◇
　
◇

　
緩
和
対
策
は
気
候
安
定
化

だ
け
で
な
く
、
大
気
の
質
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
の
コ
ス

ト
を
下
げ
る
こ
と
に
も
貢
献

す
る
。
対
策
が
遅
く
な
る
と

対
策
の
選
択
肢
も
限
ら
れ
て

く
る
の
で
、
早
く
に
対
策
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。

投
資
パ
タ
ー
ン
変
更
必
要政策のバックアップを

タ
イ
・
パ
タ
ヤ
近
郊

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

２
０
１
４
年
３
月

筆
者
撮
影

２０１４年

月 日
火曜日

（ ） （第２部） 　　　　　　

　
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
と
世

界
平
均
気
温
・
海
面
水
位
は

世
紀
に
急
激
に
上
昇
し
て

い
る
。

世
紀
半
ば
以
降
の

世
界
平
均
気
温
上
昇
の
半
分

以
上
は
、
人
為
起
源
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
増
加
が

原
因
で
あ
る
可
能
性
が
極
め

て
高
い
。

　
予
想
さ
れ
る
１
０
０
年
後

の
気
温
上
昇
は
社
会
の
発
展

の
仕
方
と
対
策
の
大
き
さ
に

依
存
す
る
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
で
は
有
効
な
気

候
変
動
対
策
が
取
ら
れ
な
か

っ
た
場
合

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

シ
ナ
リ
オ

か
ら
種
々
の
対

策
が
取
ら
れ
た
場
合

緩
和

シ
ナ
リ
オ

を
想
定
し
て
、

長
期
に
わ
た
る
気
候
変
動
を

予
測
し
た
。

　
有
効
な
対
策
が
行
わ
れ
な

い
と
、
今
世
紀
末
に
は
世
界

の
平
均
気
温
は
３
・
７
度
―

４
・
８
度
Ｃ
上
昇
す
る
。
非

常
に
多
く
の
対
策
を
取
っ
た

場
合
に
は
、
今
世
紀
末
の
気

温
上
昇
を
０
・
３
度
―
１
・

７
度
Ｃ
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
有
効
な
対
策
が
取
ら
れ
な

い
場
合
の
代
表
的
な
予
測
で

あ
る
Ｒ
Ｃ
Ｐ
８
・
５
シ
ナ
リ

オ
で
は
、

世
紀
末
ま
で

に
、
世
界
の
平
均
海
面
水
位

は

―

上
昇
す
る

可
能
性
が
高
い
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
非
常
に
多
く
の
対

策
が
取
ら
れ
た
場
合
の
予
測

で
あ
り
、
気
温
上
昇
を
２
度

Ｃ
以
内
に
抑
え
る
確
率
が
高

い
Ｒ
Ｃ
Ｐ
２
・
６
シ
ナ
リ
オ

で
も
、

―

上
昇

す
る
可
能
性
が
高
い
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
全

て
の
シ
ナ
リ
オ
で
、
世
界
の

海
面
水
位
は
上
昇
し
続
け
る

と
い
う
予
測
結
果
と
な
っ
て

い
る
。


